
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

 

     
                        

                             

 
 

だより
No  33 
2016.6.26 

【第７回歴史散歩より】 今回は、古代九州の歴史の宝庫である都府

楼跡から大宰府政庁跡までの約３キロの行程を、地元の「歩かんね

大宰府」の皆さんの案内で名所・旧跡をまわりました。写真は出発

点の西鉄都府楼駅からすぐの関屋橋で説明を受けているところ。 

〈
会
費
納
入
の
お
願
い
〉 

前
回
平
成
25
年
度
に
納
付
さ
れ
た
会
員
及
び
今
年
３
月

に
退
職
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
（前
納
制
） 

会
費
３
，
０
０
０
円
に
つ
き
ま
し
て
は「
退
職
者
の
会
だ
よ
り
」
の
郵
送
費
（
年
５

回
程
度
）
と
各
行
事
毎
の
参
加
者
へ
の
通
信
費
に
支
出
し
て
い
ま
す
。 

 

《
第
四
回 

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
・
サ
ロ
ン
》 

 

今
回
の
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
・
サ
ロ
ン
」
は
、
手
料
理
を
楽
し
も
う
で
す
。 

自
宅
に
い
る
時
間
が
長
く
な
る
と
つ
い
つ
い
食
事
も
手
抜
き
が
ち
。
特
に
魚
は
「
パ
ッ
ク

入
り
」
か
「
調
理
済
み
」
の
魚
で
済
ま
せ
が
ち
で
す
。
沢
山
の
種
類
の
魚
を
自
分
で
自
在
に

捌
い
て
美
味
し
く
戴
く
た
め
に
「
魚
の
さ
ば
き
方
、
美
味
し
い
魚
料
理
」
に
つ
い
て
料
理
教

室
を
開
き
ま
す
。
ご
夫
婦
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。 

 
 
 

日 

時 

２
０
１
６
年
７
月
２８(

木) 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
間 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時
ま
で 

  
 

場 

所 

中
央
卸
売
鮮
魚
市
場
調
理
室 

 
 
 

 
 

 
 

＊
地
下
鉄
赤
坂
門
下
車
、
海
側
に
出
て
長
浜
通
り
を
横
切
る 

  
 

参
加
費 

２
５
０
０
円
以
内(

食
事
代
含
む) 

 
 
 

 
 

 
 

＊
講
師
料
、
材
料
費
（
魚
・
食
品
代
を
含
み
ま
す
） 

  
 

講 
師 

古
川
か
し
子 

先
生 

 
 

○
準
備
す
る
も
の 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
又
は
大
き
め
の
ハ
ン
カ
チ
を
持
参
下
さ
い
。 

○
申
込
先 
市
職
労
書
記
局 

電
話
０
９
２
‐
７
１
１
‐
４
９
４
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
ａ
ｘ 

０
９
２
‐
７
１
４
‐
４
０
１
３ 

 
 

○
締 

切 

７
月
25
日
（
月
） 

 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 



 
＝
大
宰
府
政
庁
跡
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
＝ 

市
職
労
退
職
者

の
会
は
、
５
月
28

日
（
土
）
午
前
9
時

30
分
に
西
鉄
都
府

楼
駅
集
合
で
「
第

7

回

歴

史

散

歩 
都
府
楼
跡
～
大
宰

府
政
庁
跡
」
を
行
い

ま
し
た
。 

当
日
は
雨
模
様

と
の
天
気
予
報
が

出
さ
れ
開
催
も
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

午
前
9
時
過
ぎ
に
は
雨
も
止
む
と
の
予
報
が
出
さ
れ
参
加

予
定
者
に
連
絡
を
し
て
予
定
ど
お
り
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。 集

合
時
間
の
午
前
9
時
半
に
は
21
名
の
参
加
者
が
そ

ろ
い
、「
歩
か
ん
ね
大
宰
府
」
の
ス
タ
ッ
フ
３
名
の
皆
さ
ん

の
案
内
で
出
発
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
は
「
関
屋
の
道
標
」
で
一
の
鳥
居 

（
表
の
写
真
）

の
そ
ば
に
あ
る
石
碑
で
元
禄
4(

1
6
9
1
)

年
に
建
立
さ
れ
た

も
の
で
、
高
さ
70
㎝
ほ
ど
の 

玄
武
岩
の
自
然
石
に
表
「
是

ヨ
リ
ひ
が
し
さ
い
ふ
参
詣
」
裏
「
元
禄
四
辛
末
天
寄
進 

福

岡
呉
服
町
帶 

屋
宇 

」
と
あ
る
。
そ
の
後
、
路
地
に
入
っ

て
昔
、
大
宰
府
の
出
入
り
口
と
し
て
関
所
が
お
か
れ
て
い

た
「
苅
萱
の
関
跡
」
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
３
号
線
に
出
て
水
城
を
目
指
し
歩
く
と
、

一
風
変
わ
っ
た
「
宝
満
隠
し
」
と
大
書
さ
れ
た
ア
パ
ー
ト

が
あ
り
そ
の
謂
れ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら

に
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
い
て
「
水
城
跡
」
に
着
き
ま

し
た
。 

「
水
城
」
は
６
６
４
年
に
福
岡
平
野
か
ら
の
外
敵
を
防

ぐ
た
め
吉
松
丘
陵
と
国
分
の
丘
陵
を
塞
ぐ
よ
う
に
築
か
れ

た
土
塁
で
、
ほ
と
ん
ど
は
人
工
の
も
の
で
全
長
1.2

Km 

、

幅
77
ｍ
、
高
さ
９
ｍ
と
さ
れ
て
い
る
。
土
塁
に
は
内
濠
か

ら
外
濠
（
博
多
側
幅
60
ｍ
）
へ
の
導
水
施
設
で
あ
る
木
樋

（
も
く
ひ
）
が
数
カ
所
設
置
さ
れ
、
土
塁
を
通
過
す
る
官

道
に
は
東
西
そ
れ
ぞ
れ
に
城
門
が
あ
っ
た
。
大
野
城
市
か

ら
春
日
市
に
か
け
て
も
狭
量
の
谷
間
を
塞
ぐ
よ
う
に
、
上

大
利
（
大
野
市
旭
ヶ
丘
）
、
大
土
居
（
春
日
市
昇
町
）
、
天

神
山
（
春
日
市
天
神
）
な
ど
の
小
水
城
と
呼
ば
れ
る
土
塁

も
あ
り
、
水
城
と
と
も
に
防
衛
線
を
形
成
し
て
い
た
こ
と

な
ど
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
衣
掛
天
神
か
ら
筑
前

国
分
寺
跡
に
回
り
、

か
つ
て
「
七
重
の
塔
」

が
あ
っ
た
史
跡
を

見
て
、
そ
の
模
型
が

あ
る
「
文
化
ふ
れ
あ

い
館
」
を
訪
ね
ま
し

た
。
こ
の
後
、
「
万

葉
の
道
」
と
銘
打
た

れ
た
間
道
を
通
り

「
御
笠
軍
団
印
出

土
地
」
で
は
、
大
宰

府
防
衛
の
た
め
多

く
の
武
人
が
置
か

れ
て
い
た
こ
と
等

の
説
明
が
あ
り
、
大

宰
府
政
庁
跡
に
向

け
て
歩
き
ま
し
た
。 

大
宰
府
政
庁
跡

で
は
、
こ
の
地
が
古

代
の
政
治
の
中
心

地
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た

場
所
で
あ
る
こ
と

が
、
遺
跡
の
大
き
さ

や
配
置
の
跡
な
ど

を
通
し
て
詳
し
く

説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

退
職
者
作
品
展
の
開
催
に
向
け
て 

市
職
労
退
職
者
の
会
は
、
２
０
１
８
年
１
月
に
発
足

か
ら
10
周
年
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
役
員
会
で
は
、

こ
れ
を
記
念
し
て
会
員
の
皆
様
が
退
職
後
に
趣
味
と
し

て
始
め
た
陶
芸
、
書
画
、
写
真
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
、
和
裁
・
洋
裁
な
ど
多
彩
な
分
野
の
作
品
を

一
堂
に
紹
介
す
る
退
職
者
作
品
展
を
開
く
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、 

① 

実
行
委
員
会
を
結
成
し
て
準
備
を
す
す
め
る
。 

② 

作
品
募
集
を
先
に
告
示
し
て
希
望
者
を
募
る
。 

③ 

期
日
と
会
場
の
検
討
を
す
す
め
る
。 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

来
年
１
月
の
総
会
に
は
具
体
的
に
提
案
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。


